
よ
こ
や
ま

秋
田
・横
山
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
秋
田
県
由
利
本
荘
市
福
山
字
横
山

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇

一
年

（平
１３
）
二
月
～

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
秋
田
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
菊
池
　
晋

・
磯
村
　
一予

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
入
世
紀
後
葉
～

一
〇
世
紀
初
頭
、
中
世
～
現
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

横
山
遺
跡
は
、
秋
田
県
の
沿
岸
南
部
に
広
が
る
本
荘
平
野
を
西
流
し
て
日
本

海
に
注
ぐ
子
吉
川
の
支
流
、
芋
川
左
岸
の
沖
積
地
に
立
地
す
る
。
遺
跡
の
背
後

に
は
、
「横
山
」
の
由
来
と
な

っ
た
丘
陵
が
あ
る
。

今
回
の
発
掘
調
査
は
、
回
場

整
備
事
業
に
伴
う
も
の
で
、
丘

陵
裾

の
低
地

（標
高
七
豊
削

後
）
に
三
つ
の
調
査
区

（Ａ
～

Ｃ
区
）
を
設
け
て
実
施
し
た
。

そ
の
結
果
、
Ｂ

・
Ｃ
区
で
は

十
和
田
ａ
火
山
灰
に
覆
わ
れ
た

水
田

（
一
九
面
）
と
竪
穴
住
居
な
ど
が
検
出
さ
れ
、　
一
〇
世
紀
初
頭
を
下
限
と

す
る
、
水
田
耕
作
を
生
業
と
す
る
集
落
の
存
在
が
判
明
し
た
。　
一
方
Ａ
区
で
は
、

古
代
の
土
坑

一
基
と
近
世
の
溝

一
条
な
ど
が
検
出
さ
れ
た
。

木
簡
が
出
上
し
た
の
は
、
Ａ
区
の
近
世
の
溝
Ｓ
Ｄ
〇
二
で
あ
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｏ
二

は
、
丘
陵
部
南
側
の
縁
辺
に
沿
う
よ
う
に
確
認
さ
れ
て
お
り
、
江
戸
時
代
か
ら

大
正
の
頃
ま
で
、
水
田
用
水
路
と
し
て
機
能
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

ω
�
攀
逸
炉
監

。
「

。

”
中
中
¨
中
中

日
日
日
日
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ
Ｏ
Ｐ
〉〈
い
『
〉〈
い
　
　
〇
牌
Ｐ

木
札
状
を
呈
す
る
木
簡
で
あ
る
。
上

端
か
ら

一
六

ｍｍ
の
位
置
に
、
径
二
ｍｍ
の

孔
が
穿
た
れ
て
い
る
。

９
　
関
係
文
献

秋
田
県
荻
育
委
員
会

『横
山
遺
跡
』

（秋
田
県
文
化
財
調
査
報
告
書
三
六
三
、

一
６

０
三
年
）（姉嚇柵購調〈卸判糾励帝庁）

日
回
円
Ｈ
Ｈ
Ｈ
日
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
旧
Ｕ
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